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　　The late medieval (1400-1800AD) temperature-culture parallelism, of which description is the 
purpose of this paper, was apparent in the 15th century, divided into the early 'Renaissance' warming 
and the middle and late 'Reformation' cooling, but in the three centuries that followed was obscured 
by the discovery and colonization of Americas which absorbed those coldness-stricken northerners 
who would otherwise have invaded into the mediterranean countries. Behind innumerable written 
records, however, we can detect the parallelism in which (i) the middle and high latitudinal peoples 
were widely troubled with the little ice age adversity, (ii) the law latitudinal cultures were not 
disordered, and (iii) in the low latitudinal dry areas evaporation decrease enlarged economy. This dis-
desiccation, eminent in the 16th and 18th centuries, prompted the growth of the Islamic economy and 
of the Indian Ocean trade. The British demographic transition removed labour supply limitation there 
at the end of the 18c., and vitalized the abolition movement of slavery, one of the indespensable 
components of premodern colonies where the nominal population growth necessiated those 
disproportionally expensive, therefore discriminated unskilled labourers traded intercontinentally. At 
the last part of this series are discussed (a) the-rise-and-fall of kingdoms and civilizations 
corresponding the fluctuation of the disposable income total of individual urban economy which 
correlated positively with the main crop production quantity which changed ultimately in accordance 
with temperature oscillation, 'community' as labourer housholds desreted by the farm owner (20.7), 
(b) temperature oscillation which was one of the two main factors retarding the Holocene 
development, another being the decisive labour shortage, i.e. nominal population increase (20.8), and 
(c) the outline of the Medieval palaeotemperature (20.9).
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　本論の目的は前稿（佐々木，２０１２）に続く４百年間の気温変化と世界史の相関的記述にあ
る。当期の古気温曲線は多様だ（1）が，全体的に典型的中世低温期だった当期はCCPに準拠す
れば1１５c.前葉の軽度の高温，2１５c.中葉の寒冷化（2）後の小氷期的低温（3），3１７c.の相対的高
温（4），4１８c.の低温（5）の４部分に区分できる。

２０．１　アフリカ
　先行期まではサハラ南縁とインド洋岸に限られた奴隷輸出王国（Oliver，１９７７；３５７）が
各地に建設され，１．５kaADの民族誌的状況を損なった地域もあったが，全般的に低緯度だ
から，気温変化の作用は低温下の乾燥緩和地帯でのみ顕著だった。
　先行期までに歴史時代の始まっていた西部スーダンでは１５c.前葉の軽度の高温下での乾燥
激化に対応した混乱（6），１５c.中葉の寒冷化以降の乾燥緩和期の安定（7），特に１６c.の小氷期的
低温下での小政体建設（Fage，１９７７；５０８），１７c.の相対的高温下での（相対的）乾燥激化（8），
１８c.の低温下での乾燥緩和に対応した王国の建設と充実（9）があった（10）。低温下で農耕条件の
改善した中部スーダン（11）では当期前半の低温期に王国が建設され，経済が成長した（12）が，相
対的高温下の１７c.前葉には混乱が生じ（Fisher，１９７７；２９８），低温下の１８c.中葉に新王国が
再建された（Levtzion，１９７５；２０８）。東部スーダンでは低温下の１５c.中葉にイスラム化が進
行し（Holt，１９７５；５４），同後葉の王国建設（Fisher，１９７７；３０３），１６c.の低温に対応した高
地系武装勢力の進出（13），１７c.初頭の温暖化に相対的高温下での経済停滞（栗本，２００９；１０１　
２），低温だった１８c.の王国建設（Holt，１９７５；５０）が気温変化に対応していた。
　森林地帯に導入されたマニオク（14）および特にメイズ（15）はポルトガルが１６c.初めに輸入し，
１８c.末葉までに普及し（16），奴隷狩りで混乱した諸社会の状況を改善させた（17）。当期後半のギ
ニア西部で北接地域系移住者が増加し（Birmingham，１９７５；３２８），同東部でも１６，１７c.に南
下移住者が増加し，先住民との係争が増えた（Fage，１９７７；５０２，Falola & Heaton，２００８；
４９）のには低温が作用した可能性もあるが，低緯度だから気温変化と無関係な変化（18）の一部
だったのだろう。中部Bantu地域では気温変化に敏感な南接乾燥地帯に移住者を大量化させ
る人口がなく，諸文化の当期中の変化は気温変化に特に関係しない現象（19），西部では特に深
刻化した奴隷狩り（20）の所産だった。
　南部Bantu地域（2１）のうちの現アンゴラ領では奴隷狩りの作用が強かったが，１５c.前葉末の
大ジンバブエの放棄（吉国，１９９９；１０５）は高温下の乾燥激化，同中葉以降のモノパタパ王
国の建設等（ibid.；１４９，Birmingham & Marks，１９７７；５８７，９０），アフリカ南部全域への
Bantu系諸民族の拡散と政体建設（ibid.；５６９　７０，Marks，１９７５；４２２，３３，Oliver，１９７７；
６１１）は寒冷化と低温下での乾燥緩和を，それぞれ背景にした変化だった（22）。東部Bantu地
域では奴隷狩りも深刻化せず，気温変化の作用の強い乾燥地帯も小さいが，湖間地帯とその
周辺の高地で１５c.後半から１６c.にかけての低温期に乾燥の緩和した点在乾燥地帯を経由して
到着した高牧畜依存度の東部Sudan―東部高原系原語使用人口が小政体を建設し（Oliver，
１９７７；６３４，６），１８c.には植民地時代まで続いた王国を建設したのは気温変化に対応した変
化だったのかもしれない。情報の少ない北部Bantu地域での１６c.の東部Sudan系人口の南下
移住と小政体建設が気温変化に対応した可能性がある。 
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２０．２　環地中海地域
　Fertile Crescentでは相対的高温期には経済は多少失調したが，全般的な乾燥緩和状況下で
都市農村複合の順調な経営が続いた。期頭にはマムルークとティムールの支配下にあったが，
１６c.前葉に低温期型のオトマン軍の南下があり，同後葉までに半島部を含めたほぼ全域がオ
トマン領化し，その後はペルシアの王国とのイラムの争奪戦がある程度だった。しかし，
１８c.前葉の寒冷化に対応したアフガン軍侵入（Simons，２００４；１７８　９）の際の混乱を契機に
帝国支配への反感と自立傾向が強まった（Douwes，２０００；４４，Tripp，２０００；１８）（23）。
　アナトリアでは期頭の軽度の高温下の経済成長後の寒冷化で移動意欲の高まった高原のオ
トマン軍が海岸にあった最後のローマ領を併合し，低温定着後には大帝国再建思想の作用し
た活動を展開した。１６c.の帝国経済の高度成長は寒冷化に対応したオトマン軍南下の成果
だったエジプト併合後に低温下で（24）増産したエジプト産小麦を大量に輸入できたことを前提
にしていたから，１７c.の相当的高温下では帝国経済はやや失調し，１８c.の低温でチューリッ
プ時代の繁栄を実現できた。ギリシアとバルカン半島は当期の大部分を通じてイスラム都市
とキリスト教農村の複合を単位にした安定的オスマン支配下にあった（25）。
　エジプトでは期頭の高温障害で小麦が減産して王国経済が失調し，その後の寒冷化で農園
経営が好転しても支配層の厭戦傾向が強く，帝国軍の活動を阻止できなかった（Hrbeck，
１９７７；５５，５９）。帝国時代初期には低温に対応して増えたアナトリア系移住者が駐留帝国軍
の軍営に流入し，給与への不満から反乱した（Holt，１９７５；２３）が，基幹産業の小麦農業が
順調だったので，経済は安定的に成長した。マグレブでも低温下での経済成長が続き，寒冷
化に対応した北岸キリスト教王国軍の活動を東半ではオトマン軍（Fisher，１９７７；２５８），西
半では１６００年頃を活動最盛期にしたモロッコ王国軍が撃退できたが，内部では国家的都市間
係争が散発した（Levtzion，１９７７；４０４　１５）。サハラでは完新世初頭以来なかった水準の乾
燥緩和が経済成長（Fisher，１９７７；２６７）を実現させた（26）。乾燥緩和が著しかった１６c.中葉と
１８c.にはオアシスの経済が発展した西部を通過したモロッコ王国軍が南下（川田，竹沢，
２００９；２３０）を繰り返した。
　イベリアでも１５c.前葉には温暖化に対応して北部経済が成長し，大西洋島嶼での植民地建
設も北上傾向を示した（27）。中葉以降の低温（28）は国内状況を不安定化させた一方でポルトガル
海軍を赤道方向に展開させ（生田，１９９８；５），同様に寒冷化対応的なスペイン王国軍の南
下活動が半島イスラム王国を消滅させた時点までにインド洋航路と連結した大貿易路を建設
させた。このポルトガル経済が１６c.前半に，次いでペルーの銀資源を利用できたスペイン経
済が１６c.後半にそれぞれ拡大し，低温下で南下傾向を強めていた北西欧諸王国系移住者を吸
収し，諸王国軍のイタリア介入を抑制した（29）。１７c.初頭の温暖化でイスラム圏経済の失調の
一方で北西欧経済が成長するとイベリア経済は相対的に縮小し，１８c.初頭の寒冷化に対応し
た西欧諸王国軍の介入による混乱もあって，中世後期イベリアの繁栄は終息した。
　イタリアの期頭は温暖化を契機にした文化的発展期だった（30）。その後の寒冷化は北方諸王
国軍の伝統的介入を再開させて混乱が生じたが，１６c.後半には新大陸への諸王国臣民の移住
がイタリア介入を抑制したので，相対的高温期だった１７c.の新しい発展が顕著で，１８c.には-
北方諸王国での臣民の新大陸進出と新大陸作物導入とが相乗してイタリア介入を抑制したの
で，イタリア文化は当期中の断絶的発展を後続期まで継承できた。
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　エチオピアでは北部キリスト教王国勢力と南部イスラム王国勢力が１５c.前中葉の気温変化
に対応して展開した（Tamrat，１９７７；１５６）南部高地争奪戦後に定着した低温が乾燥を緩和
させた低地のイスラム勢力（石川，２００９；６４）（31）が経済力を充実させ，当期後半には広いイ
スラム支配地域のなかに（Abir，１９７５；５７６）キリスト教徒支配地域が点在する（岡倉，
１９９９；７２　７）状況が続いた。１５c.中葉以降の低温下で乾燥の緩和したソマリアではエチオピ
ア南部系移住者が増加した（Neville，１９７７；２３０）。１７c.の相対的高温下での乾燥激化は状況
を不安定化させたが，当期末までの状況は乾燥の激化した近現代よりも遙かに良好だった。

　イギリス諸島では１５c.前葉の軽度の高温下での漁民のアイスランド進出もあったが，１４３０
年代には農業危機と穀物物価上昇（Jacob，１９６１；３７７，８３）を伴う寒冷化があり，１５c.後半
には社会が不安定化した（32）。１６c.前半の寒冷化は王族と大貴族の深刻化しつつあった財政危
機を教会資産接収で救済する宗教改革を実行させた。後半にも低温下の農業危機が続いたが，
新大陸開発で経済成長の続いたイベリアとの貿易が都市経済を拡大したので，イギリスでも
事態の悪化を回避でき，１７c.の相対的温暖化で危機的状態を脱し，同後半には穀物輸出可能
水準まで農業生産が回復した。１８c.にはジャガイモが食料生産量を拡大させ（33），温暖化に先
行した近代化を開始させた。
　食料生産，つまり人口支持力の急拡大が先行した状況下で７０％アルコール清拭が産婦と新
生児の死亡率を急減させた近代的人口増加がイギリスから始まった。現生人類個体数を急増
させた新技術（34）の背景は大航海時代のヨーロッパ産蒸留酒の生産拡大（35），交易用積載蒸留酒
の船上手術利用，安価なラム（36）の大量生産（37），および再蒸留経費を低下させた石炭利用の開
始が可能にしたアルコール利用の大量化と多様化だった（38）。清拭が人口急増を開始させた年
代はイングランドでは１７５０年頃，同君連合都市のGöttingen大学のドイツ語圏最古の産科病
院（石田，１９９６；１１８）から始まったドイツでは１７６０年代，デンマークとフランスでは同年
代末（服部春，１９９６；５５）であり，英領植民地では白人入植者が一世代後の１７７０年代末から
急増した（Marks，１９７５；４５５）（39）。
　やや低緯度で気温変化の作用のやや弱いフランスでは１５c.前葉には軽度の高温下で都市経
済が成長した（花田，２００２；１６５）。同中葉以降の低温下でも経済拡大の続くイスラム圏への
輸出，１６c.には木炭高炉製鉄業の拡大，次いで新大陸への輸出が農業危機を相殺し，状況は
著しく悪化しなかったが，気温極小期の１６c.末には宗教的騒擾が発生した。１８c.にも気温変
化と関係した，またはしない失調はあった（服部春，１９９６；３７　９）が，人口急増開始期だっ
た１８c.第４四半期の急激な一時的寒冷化に対応した大革命までは大きな変化はなかった。
　ドイツ語圏では１５c.前葉の状況は安定していた（進藤，１９６８；１４）が，寒冷化期だった同
中葉以降には経済は著しく失調し，低温の定着した１６c.初めには混乱が始まり（永田，
２０００；８４），各地で農民の貧困化，隷農化（坂口，１９９６；９０）が進行し（40），同第２四半期に
は宗教改革を含む大混乱が始まった（瀬原，１９８８；４３８）。この状態は中葉にスペイン領オラ
ンダで新大陸向け輸出産業が成長すると終息に向かい，１７c.の温暖化と同時にオランダ経済
が急成長する（佐藤弘，１９９８；５２）と全ドイツ語圏の経済は改善した。１８c.の低温下では北
方王国軍の侵入も散発したが，ジャガイモ生産の拡大と人口急増開始が当期末までに近代化
を開始させた。
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　高地のスイスでは気温変化が強く作用し，１５c.前葉の安定は中葉の寒冷化で失われて混乱
が始まり（森田，１９９１；１０５，１３７　８，１９３），周辺地帯での武装活動が活発化し（服部良，
２００９；２２９），魔女狩りの先行的大流行が始まり（牟田，２０００；２４），若年男子多数が傭兵と
して国外流出し，財政危機に対処した宗教改革が最寒期だった１６c.第４四半期（Pfeister，
１９８１；２３２）を中心に１８c.中葉まで続いた（森田，１９９８；６５　７７）。北欧でも気温変化の作用
が強く，１５c.前葉の軽度の高温期には木炭高炉製鉄が始まって金属産業が特に成長したが，
同中葉の寒冷化の作用も激しく，王国軍の南方進出等の低温期現象が始まり，低温下での財
政悪化を教会資産没収で改善した宗教改革が急速に進行した（41）。しかし，木炭高炉製鉄の盛
況が状況の決定的悪化を回避させ，１６００年頃には温暖化に対応した建築ブームもあり，１７c.
中には小海外領土建設（熊野，１９９８；１７７　８９）の資本も蓄積できた。１８c.には再び失調傾向
が強まり，期末に近代化が開始しても，諸王国軍が散発的に活動する不安定な状況を克服で
きなかった。

　黒海地域の北西端のボヘミアでも期頭の軽度の高温期（42）と１７c.の相対的高温期には経済が
成長した（Volka，１９９８；１１７）が，他の時期には停滞傾向が強かった。ポーランドでも１５c.
前葉の軽度の高温期の経済は特に順調で（43），中葉の寒冷化後にも混乱はあったが，最盛期
だった木炭高炉製鉄が経済を支えた（44）。１６c.の低温下でウクライナへの移住者が増加したの
と同時期に木炭高炉用燃料資源の涸渇が始まり，１７c.の相対的高温期には農耕条件の好転し
たウクライナの農園主達の王国支配からの離脱傾向が強まって王権が弱体化し（45），１８c.の低
温下ではジャガイモ生産の拡大で農業経済の破綻は回避できたが，西欧へのライ麦粉輸出量
の減少も王国財政を悪化させ，三国の干渉を招いて王国が消滅した。
　ドナウ流域では，寒冷化の作用が強く，当期を通じて下流方向への進出意欲の高かった上
流域（46）王国の武装臣民が寒冷化の作用が弱く，かなり安定していた下流域のキリスト教徒王
国（47）を支配していたトルコ帝国の軍団との衝突を中流域で展開した。１５c.前葉の軽度の高温
期には上流方向に展開したイスラム武装勢力がトルコ支配を拡大させ，同中葉には上中流域
境界（ハンガリー）までがトルコ支配下にあった。１６c.の低温に対応して上流域王国軍が中
流域への進出を試みてトルコ軍との戦闘を始めたが，ハンガリーの上流域側地帯の支配権の
確保に成功しただけだった。１７c.の相対的高温下で状況の改善した上流域の諸勢力の下流域
進出意欲は低下したが，トルコ軍が上流方向への活動を活発化させ，同後葉には上中流域境
界での戦闘が激化した。１８c.には寒冷化に対応してオーストリア軍が下流方向に展開し，ハ
ンガリーを主戦場とした両軍の散発的戦闘が続いた。
　ロシアでは１５c.前葉には１２c.以来の軽度の高温下で１２c.文化の復興運動もあった（Ianin，
２００６；２０９）が，１５c.中葉からは農耕条件が悪化し，経済が失調した。低温が定着すると北
欧―バルト海沿岸諸王国軍がキプチャク汗国消滅後の黒海北岸への進出を最終目標にして侵
入したが，黒海北岸のイスラム王国軍に南下を阻まれてロシア内で活動したので，１６c.末の
気温極小期には大混乱が生じた（栗生沢，１９９５；２６８）。１７c.の温暖化で事態が好転し，経済
の成長したロシア王国では軍事活動を妨げる勢力のなかった北アジアに支配圏を広げた（48）。
１８c.にもやや細かい気温変化に対応した変化があった（49）ことを確認できるが，１９c.だけでな
く，１７c.にくらべても全般的状況は停滞的だった。
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　黒海北岸では１５c.前葉の軽度の高温下で経済が成長し，クリミア汗国が建設されたが，建
国直後に寒冷化が始まり，経済失調の中で諸王国軍の散発的侵入とロシア語使用者の低温期
型流入（中見，１９６０；３１９）が続いた。１７c.の相対的温暖期の経済成長が在地武装勢力とバ
ルト海宗主国軍の戦闘を活発化させるとロシア，トルコ両帝国軍が介入して混乱が生じた。
１８c.にはロシア帝国軍の低温期型南下活動が激化してこの地域をロシア領化し，ロシア系農
園の建設が本格化し始めた（土肥，１９８９；１２）。
　カフカスでは１５c.前葉には各地の国家的都市の経済がティムール帝国の名目的支配下で成
長したが，１５c.中葉の寒冷化で失調した。その後は各地の国家的都市がカスピ海側と内陸で
はペルシア系王国，黒海側では遅れて進出したトルコ帝国に帰属したが，帰属変更が多発し
て不安定な状況が続いた。１７c.には経済が再成長し，地域的発展もあった（Payaslian，
２００７；１０７）が，１８c.にはロシア軍の低温期型南下活動が活発化し（Van der Leeuw，２０００；
９１　５），後続期初頭のロシア帝国領化に近づいた。

２０．３　アジア
　イランでは先行低温期に南下拡大したティムール帝国（55）の支配下で期頭には経済が成長し
たが，１５c.中葉の寒冷化に対応してアゼルバイジャン軍，遅れてオトマン帝国軍が侵入して
状況が混乱してティムール帝国の支配が消滅した。１６c.の低温定着に対応して，初頭の北部
で建設された王国の支配圏が南下して全域に広がり，北西部でのオトマン軍の活動が続いた。
１７c.の相対的高温下では経済が成長し（50），政治的にも安定したが，１８c.にはロシア，アフガ
ン両軍（51）の低温期型活動が活発化し，特に後者の激しい活動が在地王国を解体し，南部王国
軍の諸勢力との武装衝突が続いた。
　南アジアでは１５c.前半の軽度の高温が中央アジア系武装勢力の侵入を終息させ，１５c.中に
は非イスラムを含む諸王国の状況は安定した（52）。１６c.には低温定着に対応して侵入した中央
アジア系武装勢力が混乱を開始させ，自作自演的に治安を改善する警備会社連合的なムガー
ル支配が拡大した。１７c.の相対的高温下でも組織維持の必要から半島南下新領土拡大政策を
続けた（53）ので，半島部の非イスラム王国の最終的解体が始まった（Stein，１９８９；４０）。大陸
部では帝国支配層と伝統的都市支配層の融合が不充分だったまま１８c.の寒冷化が始まり，新
しい中央アジア系勢力の南下が開始して帝国首都を占領すると帝国軍からの将兵の離脱が始
まり，植民地軍と各地の武装勢力が活動を活発化させ，帝国支配は急速に名目化した（54）。
　中央アジアの西半では１５c.前葉の軽度の高温下でイエメンの農園主の一部が経営危機に直
面して軍営に参加して強大化した（55）ティムール帝国の北方にウズベク王国が建設された後の
寒冷化で農耕条件の好転したイエメンに将兵の一部が戻って兵力が急減したティムール帝国
は低温定着後に解体した。諸王国軍の南下政策（中見，２０００；２９８）が低温下での各王国経
済の不振とペルシア軍の抵抗に阻まれて成功しない間に１７c.の温暖化があり，各王国では経
済が回復し，支配を維持できた。１８c.の低温下で活動したアフガン武装勢力は寒冷化期だっ
た同中葉には南アジアで特に活発な活動を展開した。中央アジア東半でも１５c.前葉には経済
が成長したが，高温期的な永楽帝親征（森川，１９９９；２３６）もあった。１５c.中葉以降の寒冷
化と低温に対応してオイラート，タタール両王国軍の中国侵入が続いたが，１７c.の温暖化に
対応して終息した。相対的高温下でジュンガル王国が建設された（宮脇，２００２；１９３）後に
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は永楽帝親征を意識した聖祖親征もあり，１８c.前半に気温が完新世中間値にやや近づくと王
国経済も成長したが，大清帝国軍の侵入もあり，やや不安定な状態が続いたまま１８c.中葉の
寒冷化で混乱が始まると大清帝国軍が侵入して王国を解体し，旧領を帝国領土に編入した。
　北アジアでは中文資料の残りやすい極東での変化を確認できる。永楽帝親征（56）のあった
１５c.前葉に建設したアムール地方の拠点が１６c.には放棄され（57），１８c.にも再建されなかった
（松浦，２００６；７２）ことから，軽度の高温下での経済成長の後の長期間の低温化での停滞が
強く，１７c.の相対的高温下でも目立った改善がなかったことが判明し，気温変化が強く作用
する高緯度状況が文字記録の少ない中央アジア北側草原に北接し，文字記録がさらに少ない
北アジア全体に広がっていたことを推測できる。

　中国中南部の米作地帯では低温の作用が弱く，経済は着実に成長した（58）が，同北部では気
温のゆらぎに対応し，1１５c.前葉の軽度の高温が北京帝都時代の永楽帝治世経済を成長させ，
2一時的に拡大した華北水稲農園に流入した移民（の子孫）が１５c.中葉の寒冷化期に流民化
して荊襄山地で反乱を続け，3１６c.の低温定着下の経済混乱（岸本，１９９９；５４）の中で中央
アジア系武装勢力の低温期型侵入が続いた後の4１７c.初頭には温暖化と相対的高温下での農
業生産回復が都市経済を成長させる水準に達さない状況で農業労働から解放されたが，安定
した都市生活者に変身できずに多数化した（森，１９６６；５０）奴僕の反乱（吉尾，２００１；４２９　
３０）が王朝を交代させ，5１８c.の低温下で女真を追って南下して新王朝を建設できる兵力の
ある北方武装勢力のない中で大清帝国支配が続いた（59）ことを指摘できる。東北地方東半では
気温変化の作用がさらに強く，中世低温開始後には１２c.の軽度の高温期の金を除けばなかっ
た王国（後金）の建設と拡大が１７c.の相対的高温下で進行した（60）。
　朝鮮半島では１５c.前葉には軽度の高温下で朝鮮王国経済が成長し，北方領土開発もあった
が，中葉の寒冷化期から失調が始まり，低温定着後には女真系武装勢力の北部での活動が加
わった。しかし，王国支配は１６c.末の列島系武装勢力の侵入も克服して続き，１６００年頃の温
暖化後には経済成長が再開した。温暖化で強力化した後金――清軍が侵入し，大清帝国支配
に抵抗した武装勢力も活動したが，伝統的支配は１７c.の蓄積を背景にして１８c.の気温変動を
乗り越えた。
　日本列島でも１５c.中葉寒冷化の記録があり（山本，１９７８；９６），その後は明らかに低温
だった（61）から，「戦国時代」は低温期型混乱だったと誤解しやすいが，１５c.中葉に始まった
木綿作が地方武士の経済基盤を麻織物生産（62）から小都市（城下町）経営（63）に転換させ，乱立
都市の経営に必要な住民総数が実際に確保できた都市住民総数を短期間で大幅に超過して生
じた典型的な市民争奪型都市国家間戦争の時代で，低温との関係は限定的だった（64）。混乱は
蓄積資本量が特に大きかった木綿作最先進地帯支配層を頂点にした政体の建設で収束し，そ
の後は低温の作用の強い東国の国家的都市支配者の西国への移転が重要政策化した。支配層
は耕地拡大等の成長政策を推進したが，巨視的低温下では成果は不充分だった（65）。
　東南アジアの大陸，半島部では北接高地系人口の低温期型南下活動が活発だった（上東，
１９９０；２３）。供給地帯だったチベット高原では１５c.前葉の軽度の高温下での経済成長に対応
した宗教改革が同中葉以降の寒冷化と低温下で挫折し，停滞傾向が強まったが，１６００年頃の
温暖化で経済成長が再開し，ラサの大宮殿建設が始まった（66）。しかし，同後葉の寒冷化で経
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済は再び失調し，１８c.前半には高温期型の外国軍の侵入と大清帝国支配の開始で混乱し，
１７４０年頃の寒冷化も一時的に政治叛乱を激化させたが，低温が叛乱側にも否定的に作用し，
当期末までに混乱は収束した。チベットに続くミャンマーの高地では１５c.中葉の寒冷化期に
結集した武装勢力王国軍が南下活動を開始し，１６c.に同低地での農園開設を進めた。１７c.の
相対的高温期には南下活動は鎮静化したが，１８c.には１６c.に類似した事態が進行した。
　タイ（とラオス）では期頭の非特異的王国間紛争散発後の寒冷化が北方高地系武装勢力の
侵入を本格化させ，王都占領が続いた。１６００年頃の温暖化は北方勢力の介入を減退させ，相
対的高温下では国際貿易の中継地域だった諸王国の最盛期が出現した（Simons & Simons，
１９９９；９４）。１８c.の寒冷化は状況を不安定化させ，中葉低温期には北方勢力の王都占領があ
り，新王国建設を余儀なくされた。カンボジアでも先行期以来の北方諸勢力の活動が活発で，
当期中に王権を主張した伝統的支配者はいたが，王国を再建できずに年数が経ち，先行期の
伝統が廃絶した（北川，２００６；１０５　８）。１６００年頃の温暖化で北方勢力の活動が弱まって建設
された新王国の支配も１８c.の低温下で不安定化した。
　ベトナムでは中部で北部王国軍が先行期以来の紛争の相手国だったマレー系王国を低温定
着期に解体して東アジア化を進行させ（67），１７c.には新王国が成立した。低温だった１８c.には
南部でも中北部系農園主が農園を開設し（68），期末には南部に首都を建設した新王国の支配が
拡大し始めた。
　インドネシアでは気温変化の直接的作用はなかったが，１５c.中葉以降には低温下でのイス
ラム圏経済の拡大に対応し，群島港湾都市のイスラム商人の支配性が強まって（69）イスラム都
市国家の建設が展開し，群島西部でのポルトガル植民地都市建設もイスラム都市国家の支配
圏拡大を抑制できなかった。１７c.の相対的高温下で乾燥化の進んだ大イスラム圏の経済が失
調してインド洋貿易が縮小（70）するとオランダ王国軍の活動が相対的に拡大し，１８c.中葉には
ジャワのイスラム王国解体もあったが，イスラム都市国家の支配性は維持された。イスラム
圏経済の成長が南シナ海沿岸各地に拡大させた（Saunders，１９９４；４８）ブルネイのイスラム
王国の支配権がフィリピン南部にも及んでいたので，スペイン王国軍は同北部に拠点を建設
した。１７c.にはイスラム経済の失調に便乗して南部のイスラム支配圏の蚕食を試みたが，北
部経済の実権を掌握した中国系住民とスペイン植民者の抗争がスペイン王国植民地の拡大を
妨げた。

２０．４　オセアニアと初期植民地社会の出現
　当期中の実例はやや限られたが，島嶼では大航海（離脱）者（71）の定住が性選択的に作用し
て，初期植民地社会の出現と先住民社会の消滅が同時進行しやすかった。新定住男性が限ら
れた数の再生産年齢先住民系女性と結婚すると人口増加率が＋０状態だった先住民人口が指
数関数的に減少し続け，数世代内に消滅したからである。現実には1舶来物資入手を強く望
んだが，交換用地元産品の不足した接触先住民が自分達の娘の交換価値を強く意識したこと
と，2宗主国女性の大航海が稀で（72），宗主国女性の形質を備えた新人口女性で宗主国女性の
絶対的不足（73）を補ったことが相乗して先住民系女性と新定住男性が積極的に結婚したことが
融合的植民地人口を数世代内に出現させた。記録の極端に少ない当期中の先住民文化の消滅
は感染症大流行と拉致（からの逃避）等の大事件が（あっても）なくても進行した性選択的
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な人口学的現象だった。
　オセアニアのほとんどすべての島嶼は回帰線間に位置して気温変化の作用を受けにくく，
当期はオーストラリア（74）を含め，不正確な海図を作成した程度に終わった大航海者の活動の
痕跡よりは先行期以来のポリネシア系航海者の活動の痕跡を考古学的には確認しやすい
（Kirch，２０００；１４７）島嶼が多い。ミクロネシアでは北赤道海流と赤道反流とを利用した太
平洋横断航路を往復したスペイン帆船の拠点港湾を建設したグアムとの間の季節風航路を使
用できたマリアナ諸島で１７c.中葉以降の植民地的変化が大きかったが，それ以外の諸島では
ポリネシア系移住者が成立過程で関与した首長政体の続いた（75）社会が多かった。メラネシア
でも当期末に大型木造船材用森林開発が始まったニューカレドニアを除き，ポリネシア的要
素の多い中世文化が変質しながら続いた。ポリネシアでは例外的高緯度のニュージーランド
で１５c.後半から１６c.の低温の作用が認められる（76）が，その他の島々では気温変化の作用は少
なく，伝統的社会が緩やかに変質しながら継続して（77）１７c.末に至った。１７００年頃のツバルで
の定住開始とイースター島の人口減少開始は島嶼間移動量が１８c.には指数関数的に急増し，
中小島嶼社会が不安定化したことを示唆する（78）。大島嶼では伝統的社会の発展が続いたが，
当期末には近代的人口急増開始から２世代を経て増加し始めた西欧系入植者の活動が活発化
し，交渉相手の出現を望んだ入植者の支援を受けた先住民首長が王国建設を開始した。

２０．５　北アメリカと植民地社会
　気温変化よりもヨーロッパ人との接触で重大な変化が生じた。特に大西洋岸では温暖期現
象だった（79）英領植民地建設の初期の著しい男性過剰下での住民確保（80）の上で先住民社会に
入った白人男性が先住民女性（81）に生ませた娘達の相当部分を白人女性とみなして植民地に
「戻す」（82）ことが不可欠だったことは記録に残っていない（83）が，この融合過程を通じて成長し
た初期植民地社会が近代的人口急増開始後の宗主国から充分な数の若い女性（84）を受け容れ始
めた時点から変質して近代的植民地に移行したことは人口学的に明白である。大西洋北岸で
は１６c.初めから英仏等諸王国臣民が当初は漁業資源，やや遅れて毛皮と奴隷を求めて到来し，
先住民社会を大きく変化させた。大西洋北岸先住民が毛皮と奴隷を求めて武装集団を組織し
て侵入を繰り返した８７．５°W以西の内陸地帯（85）でも１８c.の記録開始までに伝統的社会は大き
く変化した。
　中南部大西洋岸でも中央低地南部でも先住民支配層が積極的に白人文化を受容し，植民地
支配者達が反乱支配層を融合的人口に置換する慣行も加わって，先住民文化が消滅した。お
よそ８７．５°W以西の大草原では１５c.後半以降の低温に対応して北方民族が南下して（Swagerty，
２００１；２５６）先住民社会が変化した後に，新大陸文化をさらに大きく変化させた旧大陸家畜
受容（Mörner，１９８４；２０５）の典型だった馬飼養開始があり，フランス人の到来した１８c.ま
でに新騎馬民族文化が形成された。北部メキシコと現合衆国南西部の赤道側では１７c.から温
暖化期型植民地開発が始まり，メキシコ系人口のゆるやかな前近代的拡大に対応し，融合社
会の拡大と先住民社会の縮小が緩やかに進行した。カルフォルニアのメキシコ系入植者によ
る開発は１８c.後葉に始まったが，先住民言語集団の消滅は１９c.の現象だった。その北方の盆
地高原地域ではメキシコ系入植者の到達した１８c.には大草原系新騎馬民族文化が形成されつ
つあった。さらに北方の北西海岸，その北方の（亜）北極圏の諸文化の急速な変化も１９c.に
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進行した。
　ラテンアメリカの当期中の通説的人口急減は不合理な仮説である。絶対的小規模と皆無に
近い増加率の複合した前近代人口および人口変化曲線の指数関数性を知らなかった民族解放
主義者が近代的人口急増が実現した大人口に準じた巨大先住民人口（86）が征服と圧政で急減し
たと妄想したことがこの誤解の発端だったのだろう。急減はあっても例外的で（87），ほとん
ど全ての地域の人口変動曲線は増加率が皆無に近かったユカタン型だったろう。総人口停滞
下での先住民人口減少の原因を入植者が先住民の若い女性を奪ったことに求めた先住民記録
者の見解（染田，１９９２；１６３）を尊重すべきである（88）。宗主国と植民地の政府高官の親姻族
男性が入植し，現地支配層の娘と結婚して植民地支配層を形成し（89），一定頻度で生じた先住
民支配層継承断絶時に姻戚関係のあった新支配層が旧支配体制を接収継承し，拡大過程に
あった融合人口と縮小過程にあった先住人口とを一体的に支配する体制が先進地帯では１７c.
末には一般化した（90）。アステカ王国は中米先進地帯の一般的都市農村複合を基盤にして，
１５c.前中葉境界期の寒冷化で乾燥の緩和した高地に建設され，その後の小氷期的低温に対応
して特殊化し（91），周辺の相対的低地に支配域を拡げる軍事活動を展開していた時期に征服者
達と遭遇したので激しい戦闘と奇習の記録を残しただけで，本質的には一般的な「王国」で
あり，旧王国領の植民地社会化過程にも特殊性はなかった。

２０．６　南アメリカ
　マヤでは高温湿潤環境を忌避した入植者の数が限られ，他の先進地域よりも伝統社会が緩
やかに変化しながら続いた（92）。インカ帝国の通説的建設期（関１９９７；２３７）は１５c.前葉の軽
度高温期に高地の農耕条件が改善して王国中心部の建設された過程と，中葉の寒冷化とその
後の低温に対応した周辺低地との赤道側高地（93）での農園と都市（的集落）の建設で「帝国」
化した過程とに二分すべきである。征服後にも先住民支配層はインカに変わる上級権力とみ
なしたスペインの文化を積極的に受容し（Rasnake，１９８８；９６），伝統的支配を変質させなが
ら維持した（94）。植民地時代の“comunidad”は高地に位置し，緯度に比して不安定な経営を
伝統的支配層が放棄した後に残った農園労働者組織だったのだろう（104）。
　低人口密度の辺境では宗主国民に拠点を建設させる誘引力が弱く，当期中には大きな変化
のない地域が広かった。例外的拠点建設地周辺では多数の小言語人口が入植者に娘を「奪わ
れて」縮小し，伝統的生活地点残留先住民も遅れて融合的植民地社会下層に流入し
（Lockhart，１９８４；３２３）て先住諸人口の社会と文化が消滅した。砂糖キビ農園の建設と発展
の続いたブラジル北東部と一部カリブ海島嶼等の急成長植民地では深刻な労働力不足に応え
た大量輸入奴隷との融合が先住民の痕跡の確認を不可能にした。
　１６c.のブラジル北東部砂糖産地では植民地都市と近郊のキリスト教化集住先住民が新民族
身分的複合を形成した（Johson，１９８４；２８３　４）が，深刻な労働力不足で大量輸入した奴隷
が融合人口を変質させた一方，奴隷狩りの対象だった遠隔地住民の一部が拉致され，一部が
難民化し，流入した辺境で新先住民社会を形成した（95）。当期末には植民都市周辺では先住民
が消滅し，辺境の開発拠点周辺でも新先住民人口の一部が吸収され，武装抵抗を試みた部分
はさらに辺境に移動して新先住民社会を形成して，民族誌的現在の諸文化は消滅した。
　カリブ海島嶼で進行した事態も，島嶼環境下で生じた差はあったが，上記と同様であり，
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通説的先住民大絶滅（96）は先住民の適応能力を軽視した暴論である。現実には過大推計の１割
以下の小人口先住民の1女性を含む一部が伝統的経路を利用して島外，大きい島では島内僻
地に逃亡して隔絶難民社会を形成し，植民地開発拠点に移住した人々の2大部分は植民地社
会の成長に参加し，3一部は逃亡して難民社会に合流したから，通説通りに4劣悪な環境下
で早死した人々，5暴力的係争で殺害された男性達は少なかったのだろう。若年女性が不足
し，維持困難だった難民社会の住民も少しづつ開発拠点周辺に戻り，遅れて植民地社会の成
長に参加した。入植者達が多数のサトウキビ農園を開設し多数の奴隷を輸入した島々ではさ
らに新しい融合文化に移行し，民族誌的現在の諸文化の痕跡は消滅した。

まとめ：近代的人口急増と奴隷制廃止
　以上で中世後期の気温変化と世界史の並行性を確認できた。ただし，ａ１５c.中葉から始ま
り，１７c.には相対的に改善したが，当期末まで続いた低温は当期の気温変化上では最も重要
だったが，当期の他の世界史的事件である産業革命と市民革命の背後にあり，⒝当期末に始
まった近代的人口急増（本稿２０．２≪イギリス≫参照）および特に⒞前近代的植民地の建設と
経営（本稿２０．４　６参照）が気温変化の作用を相殺する方向に作用したから，先行期までと比
較し，当期の気温変化と世界史の並行性はやや不明瞭である。それでも，回帰線の極側では，
気温変化への適応能力の大きい採集狩猟文化を除き，当期の低温が広汎な作用を及ぼした（97）

ことを確認できる。回帰線間では高地を除き低温の作用は間接的だったが，サハラ南半とそ
の周辺では乾燥緩和下で経済が急成長した。サハラ北半からイラン中部にかけての乾燥地帯
でも乾燥緩和（98）が特に１６c.と１８c.の経済を成長させ，東南アジアに至るインド洋貿易を拡大
させた。近代的人口増加開始から少数世代を経た当期末にはイギリス等で労働力が無制限供
給状態に近づき，前近代的人口状態で極端に不足した労働者を超遠隔地で拘束して強制的に
超長距離移動させ，差別的超低賃金と虐待環境下で雇用した非効率的な奴隷制度を不要化し
始め，経済合理的な奴隷制廃止運動が拡大し始めた。

２０．７　「文明の興亡」と「共同体」
　「文明」は広い地域の多数の点在都市農村複合の経済が成長し，都市的活動が活発化して
蓄積した表現的文化（99）であり，各時点での表現文化生産量はその時点での都市経済の可処分
所得量に比例した。前近代諸文化では各地域の気候下で効率的に収穫できた主穀作物の生理
の決定する好ましい気温変化が主穀作物の生産性を向上させ，都市に集中する食糧と労働
力（100）が増加して経済が成長し，可処分所得が増大して「文明が興隆し」，好ましくない気温
変化が主穀作物の生産性を低下させ，都市に集中する食糧と労働力が減少して経済が縮小し，
可処分所得が減少して「文明が衰退した」。都市経済が縮小すると時には都市住民のかなり
の部分が農村に移住して自給的に生活し，都市的活動が縮小し，さらに一時的に消滅するこ
ともあったが，一般的には少数世代内に主穀作物の生産性が向上し，都市に集中する食糧と
労働力が増加し，経済が再成長し，可処分所得が回復し，停滞の程度と期間に応じた変質は
あっても，文化活動が再開し，「文明が復興した」（101）。
　気温変化が主穀作物の生産性を低下させ始めると穀物市場の変調で生じた経済の混乱に並
行した政治的動揺の程度に応じ，1反抗勢力支配都市の増加が王（帝）国支配圏を王都に向
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かって後退させ，2王国を王都国家に変化させ，3最終的には王国を消滅させた。気温変化
の作用が弱く，多少のグローバルな気温変化があっても経済の成長と政治の安定とが可能
だった中緯度湿潤低地でも，気温変化の作用の強い隣接高緯度地帯（高地）で経済混乱下に
活動を活発化させた武装勢力（102）が侵入し，連動的に全域的混乱が発生しやすかったので中
緯度湿潤低地でも「永久王国」は出現しなかった。
　王国支配圏の縮小は国王と側近が策定した国家事業の下請実行者の支配した複合の分布範
囲の縮小だった。経済と政治の全域的混乱が始まり，自複合内での支配性の一つの根拠だっ
た国家事業下請を都市支配者が段階的に放棄すると支配の正当性が損なわれ，治安も悪化し
始めたが，一般的には地域的文化活動の減退，中止にとどまり，都市の部分的放棄（103）は部
分の大きさに応じて稀だった。長期に進行した稀な現象だった都市群の全面的放棄（「文明
の滅亡」）は住民達が深刻な継続的混乱下で最低線まで生活水準を低下させた個人的選択と
その水準を維持できなかった住民の都市離脱の累積現象だった。停滞下でも都市では少数住
民が，農村では多数住民が自給的生活を続けた。繁栄期建造物の解体建材の利用可能性がそ
の地点での生活を選択させた重要な条件だったから，住民達は解体材利用建造物の（縮小）
再生産を続け，古い建造物は土台を残して消滅し，繁栄期の都市は急速に遺跡化した。「共
同体」（104）は支配層の経営放棄から長期間を経ず，残留住民達が相互扶助的生活を自給的方向
に縮小再生産しつつあった旧農園だった。

２０．８　気温変化と人類史
　本シリーズでは完新世の人類史のかなりの部分を技術的改良と気温変化が決定したと考え
た。各地域の人類史的情報を時間順に順列し，発展図式で説明する歴史学的手法（105）で総合
すると完新世後半の諸文化は考古学的短期間に中世文化の水準に到達しそうにも感じられる
が，現実は全く異質だった。中世までのどの地域でも最も強く作用した発展抑制要因は人口
増加率＋０の状態下での労働力の恒常的不足だったが，本シリーズでは二番目に強かった抑
制要因だった気温変化を主題に選んだ。グローバルな気温変化が主穀産量の地域的変化を介
して各地域の経済を変動させ，多くの重要な変化がその地域にその時点で発生したと考えた
からである。
　本シリーズの考察の独立変数は気温変化であって，気候変化ではない（106）。気温変化が窮
極的には地表単位面積のうける太陽エネルギー量，つまり電磁波の変化であるのに対し，降
水量，つまり大気中のH2Oのブラウン運動と気温とを複合した気候（107）の変化は独立変数に
は選択しにくい。本シリーズで解明できた完新世の気温変化と先史，歴史学的変化との対応
を総括すると⑴特定食糧資源に依存しない採集狩猟社会は気温変化の作用を受けにくく，特
定（穀物）種に依存する農耕社会では気温変化の作用が湿潤地帯の（２a）低緯度（ほぼ回帰線
間）では弱く，（２b）中高緯度では高緯度であるほど強く，乾燥地帯では農耕条件が（３a）中低
緯度（３５°以内）では低温下の乾燥緩和で好転し，高温下の乾燥激化で悪化し（108），（３b）中高
緯度では湿潤地帯と同様に変化することを指摘できる。
　本シリーズでは教科書的気温曲線からCamp Century Profileを独立変数に選んだ。この曲
線が研究開始当時の一般的曲線のなかで完新世相当部分に関して研究に必要な精度と正確さ
を備えていたからである（109）。先史，歴史学的現象と古気温曲線を対応させるには暦年と曲
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線の対応関係を設定する必要がある。本シリーズでは古代エジプトの王国期と中間期とが
Subboreal期の低温期と高温期に対応することを発見し，前者の暦年を後者に与えて，古気
温曲線の各部分の暦年を決定していった。他の 18O曲線（110）と年輪曲線等（111）には問題が多い
ので，参考程度の利用に限った。

２０．９　中世の気温
　中世の定義は多様だが，本シリーズでは開始期を温暖化のあった６００AD，終了期も温暖化
のあった１８００ADとした。１２世紀間を３　４の古気温期に細分しにくかったので，３等分期
で説明した。
1６００　１０００AD　全般的には高温期だったが，１０c.は１１c.以降と連続的な小氷期的低温期
だった。高温期は６１０年頃の温暖化で始まり，弱い寒冷化傾向はあっても，Subatlantic期後
葉以来なかった本格的高温が続いたが，７４０年代の寒冷化で軽度の低温が出現した。しかし，
８００年頃の温暖化で本格的な高温期に戻った。８c.中葉の低温が軽度で，長く続かなかったの
で，ここまでは全体的に高温だったとみてよいが，９００年頃の寒冷化で中世低温が始まった。
2１０００　１４００AD　１０c.に定着した低温は１０００年頃にさらに低下し，小氷期的状況が続いたが，
１１c.半ばから温暖化が始まり，１２c.始めには弱い温暖化傾向のある軽度の高温状態に移行し
た。しかし，１２１０年代に始まった寒冷化で小氷期水準に戻り，１２７０年頃の温暖化で完新世中
間値よりもやや高い水準まで一時的に回復したが，１３３０年頃の寒冷化で再び小氷期的状況に
戻った。
3１４００　１８００AD（本稿冒頭部分参照）

註

（１）　教科書的古気温曲線（Bartholin，１９８４；２６２，Bradley，１９９９；４２４，５２　５８，６１，Crowley & 
Norton，１９９１；９５　８，Lamb，１９７７；４４０　８，４６８，１９８４；２２８，３０　３１，Ruddiman，２００１；３５９　
６０）等のうち北欧の海水準曲線（Ambrosiani，１９８４；２４４）では先行期と同様に約百年の遅れを
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考えれば当期でもCCPとの一致度が高く，日本の桜開花日，チベット氷河の 18O，北米の年輪
との一致度も高い。各地の氷河端位置は当期の全体的低温下では（相対的）高温期の降雪量増
加で前進し，（相対的）低温下の降雪量減少で後退したと説明できる。中国南部の年輪も相対
的高温の成長抑制と低温の成長促進で説明できる。フランスのブドウ収穫期も全般的低温下で
の変化と考えればCCPと著しく矛盾せず，ペルー高地氷河の 18Oは当期前半ではCCPとの一致
度が高く，短いCCPも年代をずらすと（長い）CCPとの一致度が高い。史料に基づく曲線（註
４参照）を除けば少数の年輪曲線のみがCCPと大きく異なることは年輪分析の一般的な不確か
さを示唆する。註２　５で多様な曲線と大きく矛盾しないやや細かい変動の記述を試みる。

（２）　１５c.後葉に完新世中間値よりやや低い水準で安定した後に寒冷化し，軽度でない低温に移行
した。

（３）　１６c.前葉の弱い温暖化で完新世中間値よりやや低い水準まで回復したが，同中葉の寒冷化で
後葉には極小期が始まった。

（４）　初頭の最寒期的低温（Borrough，２００１；１０６　７）は温暖化で改善し，後葉には完新世中間値ま
で回復したが，期末に寒冷化があった。CCPからは肯定できない１７c.最寒期説（鈴木，２０００；
３２３）の背景には小氷期が一つの単調な寒冷化期と一つの単調な温暖化期とからなると考える
と算術的中央に最寒期を考えやすいことがあるのだろう。１６c.末以降の気温測定値上の１７c.の
低温は１７c.が近代よりも低温だったことを正確に反映しているのだろうが，技術的に未熟だっ
た測定値からは１７c.が気温測定のなかった１６c.（末）よりも低温だったことを主張できない。
１７c.に文字記録が（実質的に）始まった後進地域の歴史学的古気温研究ではさらに低温だった
１６c.（後葉）の情報が混入して，１７c.が著しく低温だった印象を受けやすく，逆に文字記録は
多いが，自然科学的定量情報の（少）ない中世先進地域の歴史学的古気温研究では研究史の早
い段階で有力だった１７c.最寒期説に合わせて気温変動と複雑に対応する多様な指標を「総合」
し，１７c.最寒期説を循環論的に「確認」しやすい。当期の氷河前進は低温の雪線低下よりも相
対的高温の降雪量増大が強く作用した結果である（註１参照）。

（５）　１７c.にくらべて飛躍的に増えた気温測定値からやや細かい変化がわかる。最初の約１０年間は
小氷期的低温だったが，１７１０年代に温暖化があり，２，３０年代には完新世中間値に近い気温が
続いた。１７４０年頃に寒冷化があり，小氷期的低温に戻ったが，１７７０年代には完新世中間値にや
や近づいた。８０年代に一時的に小氷期低温に戻ったが，９０年代に近代に続く温暖化が始まった。
測定方法の多様性から生じる差が絶対的に小さい経年変化量よりもはるかに大きかったので，
測定値は飛躍的に増加したが，これ以上の細かい変化を概説できない。

（６）　Mari王権の縮小，Tuaregの侵入，Fulaniの移動（Levtzion，１９７７；４２０　１，５）など。
（７）　Songhai王国経済が成長したが，乾燥緩和で拡大した可耕地での農園開設を目的にした周辺諸

民族の侵入を誘発した（Levtzion，１９７５；１８２１，１９７７；４２５，８）。
（８）　坂井，２００３；１０１。相対的乾燥激化で農業生産が縮小した（Levtzion，１９７５；６０）。
（９）　Hunwick & Boye，２００８；５７，Levtzion，１９７５；１７５，８５，坂井，２００３；１０６。
（１０）　北赤道海流を利用したカリブ海砂糖産地への航海の容易な海岸地帯には支配層が自国臣民を

奴隷化して消滅させた小王国もあった（Rodoney，１９７５；２９１）。
（１１）　サハラ中央山地が一定水準の地表―浅地下水を供給する中部スーダン―中部サハラでは低温

期には蒸散量減少が降水量減少よりも強く作用して農耕条件が改善するので，周囲からの移住
者が増えた（Fisher，１９７５；６３，註２参照）。

（１２）　Falola & Heaton，２００８；４５，Fisher，１９７７；２９２　４。拡大した可耕地での農園創設を目的にし
た侵入者も多かった（渡辺，２００９；３０１）。

（１３）　エチオピア高原からFungi勢力が極側の低地に移動し，その後の温暖化で定着した１７c.前葉に
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は出身地王国の宗主権を否定した（Holt，１９７５；４１，３）。
（１４）　王族経営のマニオク農園（Birmingham，１９７５；３７２）は小王都の集中人口の食糧供給には有

益だったが，マニオクは飼料に利用しにくいので一般住民の農牧業への効果（渡辺，２００９；
２９１　２）は限定的だった。

（１５）　Marks，１９７５；３８４。植物学的に近いモロコシよりも生産性が高く，優れた飼料作物であるこ
とが受容を促進した。

（１６）　Birmingham，１９７５；３２８，Rodoney，２００５；２５３。メイズは１７c.初頭に海岸地方から普及し始
め（Birmingham，１９７７；５７７），内陸に広がり（Birmingham，１９７５；３６４），１８c.末までに湖間地
帯まで浸透した。インド洋岸でも新大陸作物の輸入は早かった（Newitt，１９９５；３０）が，普及
は遅かった（Koponen，１９８８；２２５　６）。

（１７）　メイズはアフリカ以外でも条件が原産地に近い南アジア半島部では１６c.中葉（Pearson，
１９８９；１１２），同大陸部では１７c.前半（Richards，１９９３；１３０），オトマン帝国領では１７　１８c.
（Hütteroh，２００６；３３），ドナウ下流域では１７c.後半（Andea，２００６；３７９）に受容され，当期末
までに各地で重要作物化した。

（１８）　ギニア森林西部の現ガーナ領産金地帯でサハラ横断交易路につながる通商路沿いに建設され
た小都市国家群が１７c.には都市国家間戦争を展開した先進地帯を形成し（Fage，１９７７；４９１　
２，５），当期末までに周辺地帯でも大西洋貿易に強く関係した小都市群を建設し，イスラム化
も進んだ（Rodoney，１９７５；２７６，７８，８６）のは気温変化とは特に対応しない。当期後半のギニ
ア森林東部，当期末の北接サバンナ地帯での中期中世王国の支配伝統を強く意識した（Fage，
１９７７；４９９）諸王国建設（Levtzion，１９７７；１８３　４，Rodoney，１９７５；２６６）も気温変化とは対応
しなかった。

（１９）　カタンガ産銅地帯を先進化させた１５００年頃までの王国建設（Birmingham，１９７７；５４０，４）
はインド洋貿易を背景にした地域的発展だった。中央Bantu地域東半の当期前半の王国建設
（ibid.，；５３２）は乾燥緩和下での経済成長の結果だろう。

（２０）　１６c.前葉のアンゴラでの諸王国建設（Birmingham，１９７５；３５１，１９７７；５３７，４１）は奴隷輸出
経済の早い時期の産物，１６c.後葉以降の中央Bantu地域中央部での内陸王国の建設（渡辺，
２００９；２９３　４）と複数諸王国の消滅（Birmingham，１９７５；５６１）は現アンゴラ領内港湾から南赤
道海流航路を利用した輸出用の奴隷狩り横行に対応した変化だった。

（２１）　１８c.末以降の近代温暖化はアフリカ南部の全域的旱魃（Newitt，１９９５；２５３）をもたらした。
（２２）　Gondola，２００２；４１，４３。ギニア森林地帯の類似例と同じく，単なる寒冷化現象ではなく，

野焼原鉄生産用木質燃料等の資源の遺存のよい地帯への経済合理的移動だったのだろう。
（２３）　この解釈は帝国消滅後の「あとづけ」説明に過ぎず，１８c.後半程度の反オトマン感情は帝国

支配初頭から一貫していたのかもしれない。
（２４）　１５８４年の経済混乱（林，２００２；２５２）には小氷期的最寒環境が関係したのだろう。
（２５）　佐藤徹，２００３；２６　７。後進地帯では遊牧民的人口が多かった（Roberts，２００７；９９）。
（２６）　スーダン北部の北側山地のさらに北側のFezzanでも農耕条件が特異的に改善し（註１１参照），

農産物輸出が始まり（Fisher，１９７５；１２９），乾燥緩和の再開した１８c.にはこの地域の経済成長が
サハラ横断の主要航路を東よりに変更させた（Levtzion，１９７５；１８８）。

（２７）　１５c.初頭にはサハラ大西洋岸に拠点を建設した（Levtzion，１９７７；３９６）が，その後は極側に
拠点建設を展開させた。

（２８）　１４６２年（足立，２００８；２４３）の他にも１４３３　５の低温の記録がある。
（２９）　低温下のイベリア半島では伝統的農牧業経営は失調気味だった（宮崎，２００８；３０７）。
（３０）　ルネサンス美術家年表（西村，１９９３；１２１）の十年間活動美術家数は１４００年から急増し，
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１４３０　４０年代に最大値に達した後に漸減し，１６c.中に消滅した。１３００年前後の少数の活動美術家
も当該期の相対的高温に対応する。温暖化を契機とした急激な高度文化形成はBC５c.の古代ギ
リシアの類例と酷似する。

（３１）　当該勢力（Galla）の活動活発化前の生活地点が不明である（Abir，１９７５；５４０）のはGallaが
低地の移動的人口の総称だったからだろう。

（３２）　１５c.末のGrand Bankの漁場開発は低温期の赤道方向展開だった。
（３３）　１８c.末のジャガイモ作付本格化前線が２５°E附近にあり（Costea，２００６；４０７），ドイツでは１８c.

後半に生産量が急増したこと（坂口，１９９６；９８）は１８c.中葉の早い時点のイギリスでの普及開
始を示唆する。

（３４）　産褥感染の重大性は当時の医学者も充分に認識していた（King，１９５８；３１８）が，病原と病
理の科学的認識は皆無だったから，水のみの清拭では不潔であると直感した判断が画期的新技
術を生んだと考えるべきである。

（３５）　当時の主要輸出品だった酒類の需要は長期航海中に変質しない蒸留酒に集中したが，伝統的
製品は高価だった。

（３６）　原料作物単収は種子作物を１とすれば根菜では１０以下，甘蔗ではでは１０以上である。ブドウ
と甘蔗では糖化が不要だから，単収も考慮した醸造酒生産費はブドウでは根菜なみ，甘蔗では
ブドウ，根菜の数分の１，種子作物の１０分の１以下である。砂糖生産の廃棄物を原料化できる
甘蔗醸造酒は著しく安価なので，高温下の生産地では酸敗が早く，燃料費をかけてのみにくい
醸造酒を蒸留しても充分に安価だった。

（３７）　原料甘蔗の生産拡大は本国内砂糖業保護政策から海外領土砂糖業を抑制したスペイン領（山
田，２０００；１３６）ではなく，１６c.第４四半期のポルトガル領ブラジル北東部で始まり，さらにブ
ラジル支配期に甘蔗生産技術を学んだオランダ系農園主が英仏両領アンティル諸島で生産を開
始した１６５０年代後葉に糖価が急落し（山田，２０００；１５４），その後も同諸島での生産拡大に対応
して下がり続け，アルコール単価を継続的に低下させた。

（３８）　日本を含めた仏教王国での１８c.末の近代的蒸留酒生産開始（小川，中島，２００７；５５）と東ア
ジア諸国での同時期の人口急増開始はイスラム圏での人口急増開始の遅れが宗教的な（穀物原
料）アルコール忌避と関連することを想像させる。

（３９）　植民地でも人口急増（有賀，木下，１９９４；６１）をもたらした清拭は本国から伝播したと考え
がちだが，植民地での極端な宗主国系女性の不足（註８０参照）が産婦保護策の必要性を強く意
識させ，蒸留酒の清拭利用を本国よりも早く開始させた可能性がある。

（４０）　ドイツ東部では先行低温期に類似した西欧諸国向けのライ麦生産の拡大があり，地域経済は
順調だった（坂口，１９９６；９１　２）。

（４１）　Greenlandの北欧系植民者の生活は１４０８年まで確認できる（Gad，１９８４；５５１）が，同時的な
木炭高炉製鉄の本格化が鉄価を下げて自然鉄加工を不採算化させた上に１５c.中葉の寒冷化があ
り，植民地は最終的に放棄された。

（４２）　１５c.前葉には都市経済が成長し（進藤，１９６８；２７），同中葉までは木炭高炉製鉄の拡大が経済
を成長させた。フスの宗教改革は短高温期の経済成長に対応した民族主義運動であり，１４３４年
のフス改革の挫折が寒冷化に対応し，その後の混乱が低温期的経済停滞に対応すると考える。

（４３）　山田，２００７；２０。バルト海沿岸では先行期末までの低温期型西欧ライ麦粉輸出量が減少し，
経済が失調した（阿部，１９７４；３２８）。註４０，４４参照。

（４４）　バルト海沿岸ではライ麦粉輸出が再拡大した（小山，中村，１９９８；１２０）。註４３参照。
（４５）　バルト海沿岸ではライ麦粉輸出が最縮小した（註４０，４３参照）。
（４６）　Bayernとオーストリア。１５c.中葉の寒冷化に対応して復古主義が強まり，１５c.末には「封建
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反動」状態が出現した（進藤，１９６８；３８）。
（４７）　１５c.前葉の温暖化に対応した王国建設（King, C.，２０００；１５），同中葉の寒冷化に対応した不

作（Dörner，２００５；３２１）と農民叛乱（Pop，２００５；２６７，３２１）があった。
（４８）　シベリア進出は寒冷化に対応して１６c.中葉に始まった（堀川，２０００；２４１）が，気温極小期に

中断していた。
（４９）　当期後半に散発した農民叛乱（阿部，１９６９；６）が１０年単位の世界的低温に対応しないのは

特異的寒冷年，または１７３２　６のロシアの低温（土肥，１９８９；１１８）が世界的気温極小期にやや
先行したのと同じく，世界的寒冷化に先行した高緯度地帯の地域的寒冷化に対応したからだろ
う。

（５０）　１５c.中葉とならび１７c.がイラン農業の増産期であり（Fragner，１９８６；４９２），特に１６００年頃の
温暖化前後が王国最盛期だった（Daniel，２００１；９０）から，完新世中間値よりやや低い気温が
イランの小麦作農業の適温であることがわかる。

（５１）　１８c.前半のアフガン王国建設（前田，山根，１９８２；３４　５）は寒冷化に対応して低地進出意欲
の高まった高地武装勢力の組織化だったのだろう。

（５２）　中葉の寒冷化の作用だったらしい食糧危機があった（堀口，２００９；６０）。
（５３）　１６８０年代の大南進政策（近藤，２００９；１７７）は寒冷化に対応していた。
（５４）　初期産業革命の生産力を利用した兵器増産を背景にして，近代的人口増加の先行的開始に対

応した宗主国兵力と好調な貿易収入の一部を投下して雇用した在地兵力との双方が大きかった
イギリス植民地軍の支配が急拡大した。

（５５）　ティムール帝国の出自不明の戦力主体（川口，２００７；３６８）を本論ではイスラム帝国初期以
来の関係を辿って参戦したイエメン系農園主だったと考える。

（５６）　１５c.前半の大明帝国軍の北辺進出は長期政策ではなかった（松本，２００１；２６）とされるが，
中葉の寒冷化がなければ北方領土開発が続いたのだろう。

（５７）　進出地帯の多数の拠点に常駐中国系将兵を配置する人口学的余裕はなかったから，拠点建設
前から現地に出入りし，現地よりは中国に近い地点に拠点のあった住民を吏員に任命しただけ
で，当人の活動は任命後でも任命前と大きく変わらなかったのだろう。

（５８）　江南の１６c.前中葉の農業危機（濱島，１９８２；９０）は低温への適応が遅れて生じた経営の失調，
１６c.末の市民暴動（谷川，森編，１９８３；７）は気温極小期に一時的に顕在化した混乱だったの
だろう。

（５９）　１７４０年代の混乱は一時的寒冷化に対応し，１８c.末の白蓮教徒の乱は発生地帯から１５c.後半の
荊襄流民叛乱と類似した寒冷化現象だったと考える。当期には周辺諸民族の騎馬兵力を鉄砲普
及が無力化したことに加え，中世中国経済の絶対的成長が辺境小人口民族の移動的部分を吸収
する雇用を創出したことが寒冷化と低温に対応した諸民族の中国中心部への侵入を抑制した。
辺境では国境地帯異民族の流入労働力が地域経済発展の重要な要素だった。

（６０）　モロコシ（高梁）の導入が１７c.の成長の背景にあった（Heijdra，１９７６；５２１）。考古学的には
確認しにくい１５c.前葉の導入を主張する論者は軽度の高温期だった１５c.前葉の成長がインド洋
貿易を通じたこの高収穫品種の導入の結果だったと考えるのだろう。

（６１）　１５c.中葉以降の米の作柄曲線（高橋，朝倉，１９９４；２７１）とCCPとの一致度は高いが，１５c.前
葉では一致しない。

（６２）　半島と同様に農閑期（冬期）の大量の農園労働力の組織的投下で生産した麻織物の現物流通
性が地方貴族――地方武士の一貫した経済基盤だった。

（６３）　農閑期農園労働力投下で建設した城下町で営業する商工業者の納入流通性の運用が地方武士
の都市建設の目的だった。支配層居館群（武家屋敷）建設高燥地に隣接した滞水地の下端を開
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削した排水地帯水田が支配層等の都市住民に現物流通性的食糧を供給した。
（６４）　北関東以北，特に東北地方太平洋岸の頻繁な，東南海道以外のその他地域の散発的な冷害は

１２c.を除く１０c.以降の恒常的事態であり，戦国状態とは特に関係しなかった。ただし，冷害多
発地帯の戦国大名が有力化しなかったのは低温の結果である。

（６５）　南海道で先行的に始まったサツマイモ作付が低価格化させた焼酎と長崎経由で先行的に広
がった蘭法とが普及させた産婦と新生児の７０％アルコール清拭が当該地帯の近代的人口急増を
開始させ，西南雄藩の指導的活動を可能にした。

（６６）　ブータン王国建設（今枝，２００３；６４）も高温期現象だった。
（６７）　農園と都市的集落のマレー系支配者にかえる数の北部系移住者はいなかったから，都市以外

での東アジア化はゆっくりと進んだ。
（６８）　北部では東南アジア大陸部系人口と中国系移住者が増え，全体として低温に対応した連動的

移動があった。
（６９）　１５c.前葉にインド洋貿易の中心が東部地中海諸地域からインド半島西岸に移動した（Horton 

& Middleton，１９８８；８２）のは温暖化で乾燥の激化したイスラム圏の経済失調の結果だったのだ
ろう。

（７０）　１７c.中のインド洋貿易の縮小の原因をユーラシア両端での政策変化に求める説（Reid，
１９９２；４８９）は不可解である。当該貿易の主体はイスラム圏経済だから，その動向はイスラム
圏経済の変化を反映したと考えるべきである。

（７１）　大航海時代の非常に早い段階から航海離脱者が定住して先住民女性と結婚し，宗主国的形質
を備えた娘を後続航海者に供給して融合的新社会の建設に貢献した（山田，２０００；１３１）。

（７２）　初期植民地社会での宗主国女性の絶対的不足は多様な結果を生んだ。たとえばほとんど女性
が乗船せず，身分的航海者秩序と一体化しやすかった同性愛関係が内部で発達した大航海帆船
の投錨地で宗主国的形質も備えた娘と接した若い一般船員達は強制的でなくても権威主義的な
同性愛関係への復帰を拒んで現地社会に逃げ込みやすかったので，支配的航海者が脱走者の処
罰だけでなく，先住民女性を魔女視する強烈な差別思想で下級船員の脱走防止を試みたことが
近代的人種差別の一つの根源だったことはほとんど意識されていない。

（７３）　前近代的人口状況下で融合的人口出現を防止するには男性の３．５倍程度の女性を宗主国から
送る必要があった。

（７４）　東南部で石器の出土しない骨角器文化遺跡が形成される（Flood，１９８３；２０９）などの先住民
諸文化の変化は当然あった。

（７５）　イスラム王国支配の拡大したフィリピン南部との往復航海に利用できた潮流のあったパラオ
と季節風のあったグアムで確認できる東部インドシナ系要素の到来も主として当期前葉の現象
だったのだろう。他のミクロネシア島嶼とインドネシア東部諸島との往復航海は困難または間
接的だった。

（７６）　充分に高緯度のイースターでは定住開始からの期間が短かった低温期初頭には利用資源に余
裕があったが，１５００年頃から資源の減少と低温の相乗効果が状況を悪化させ始めた。回帰線に
接する赤道側海域のハワイとトンガの１５c.後半から１６c.にかけての発展が低温期の極側海域系
移住者と関係した可能性がある。

（７７）　島嶼間，大島嶼では島内の政体間抗争の深刻化を含む「継続」だった。
（７８）　植民者急増のあった１８００年頃よりもかなり前のこの移動量急増が１５００年頃とは異質な社会と

文化を出現させた中小島嶼が多かった。
（７９）　新大陸の温暖化現象ではなく，温暖化が経済を成長させ，植民地開発資金を準備させた北西

欧の温暖化現象だった。
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（８０）　１７c.中には男性が女性の６倍だった。英領植民地での核家族単位入植（有賀，大下，１９９４；
２８）も出産時に死亡した多数の英国生まれの女性の「後を埋める」英国生まれの女性の不足を
生んだだけだった。

（８１）　仏領では白人男性と先住民女性の通婚を奨励した時期があった。
（８２）　白人的形質を備えた融合的人口女性を白人の娘として植民地に迎えたと考えないと白人性比

６：１（註８０参照）下での植民地社会の発展を説明できない。先住民女性と白人男性の娘達の
うち白人風の娘達が植民地に入嫁し，先住民風の娘達が残った先住民社会に白人男性が来て彼
女達との間，または先住民を両親とする女性との間に娘が生まれ・・・を少数世代繰り返した
ので植民地人口が拡大し，先住民社会が縮小したとするのが人口学的には正しい。

（８３）　食糧不足と感染症流行のあった初期植民地の悲惨な状況下では食糧危機を軽快させた離脱者
は残留者には好ましい存在であり，先住民の生産食糧と若い女性を供給できた離脱者との関係
の維持は離脱者を脱走者とした文書には記載できなかった生存技術だった。

（８４）　妊産婦死亡率が急減したので，男性の数倍の数の女性を送出する必要も消滅した。
（８５）　８７°３０’Wは概数である。石器文化先住民の旺盛な西欧産金属器需要が先住民武装組織活動の

原動力だった。植民地建設は一世紀の接触が培った対先住民関係を前提にしていた。北部大西
洋岸とその後背諸地域の伝統的社会は記録開始前に消滅していたので，民族誌的復元は不可能
である。消滅過程に１６c.の小氷期的低温が作用した可能性もある。

（８６）　たとえばインカ帝国の１５２０年代推定人口（２×１０6－３．２×１０7）には１０倍以上の幅がある（染田，
１９８９；１０４）。本論では２×１０6よりやや少なかったと考える。

（８７）　断片的人口統計上に散見される急減には徴税目的の調査で人口を正確に把握され，多額の納
税を迫られることを避けたかった被調査者＝現地系調査者の共同製作的下方申告（染田，篠原，
２００５；２０５）が強く作用したのだろう。人口急減とencomiendaからhaciendaの移行とを対応させ
る通説も不可解である。両制度の対象には採集狩猟社会から初期金属器文化的中世王国までの
多様な社会があり，一つの一体的制度から一つの原因で他の一体的制度に移行したと考えるこ
とに意味がないからである。この移行は先進地帯では入植者が先住民的支配層を支配した体制
下で支配層の融合人口化が進行し，入植者が彼等と同水準の農園経営者として支配する体制に
移行したことを意味するらしい。後進地帯ではもともと間接支配の対象がなく，入植者は最初
から経営者だったから，移行に対応した特別な変化はなかった。

（８８）　当初は一定数のイベリア女性が移住したが，入植者達は素性の妖しい本国女性よりは支配層
の先住民女性を選び，融合人口が充分な数に達すると移住イベリア女性をむしろ忌避した
（Lavrin，１９８４；３２３）。前近代植民地では黒人との融合人口は激しく差別した（染田，篠原，
２００５；２４０）が，白人男性と先住民女性との間の娘は多少は差別しても，その娘と白人男性と
の間の子供達は白人とみなしたらしい（岡本，２００２；１１２）。

（８９）　先住民生活地域での非先住民の生活禁止は入植者男性と先住民系女性の結婚をvirilocalに限
定する規定でもあった。

（９０）　国際貿易に注目すると軽視しがちな１７c.の現地経済の成長（Brading，１９８４；４２７）がこの新
社会の拡大を促した。

（９１）　１５c.中葉の寒冷化期の頻発気象災害の続発予防に必要であると考えた人身供犠の与える強烈
な印象を一部の論者は中世中米文化全体に拡大しがちである。

（９２）　伝統的支配層を中核とし，当期を通じて散発した大小の叛乱（Jones, G.，１９８９；２１３，Jones, 
O.，１９９４；９１，Patch，２００２；１４７）は伝統的支配の不安定ではなく，気温変化の少ない低緯度
に位置し，降水量変動とイベリア系移住者の少ない多雨環境で近代まで続いた安定の産物だっ
た。
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（９３）　１５c.末葉の赤道側高地への進出は典型的な低温期現象だった。
（９４）　低緯度では一般に作用の弱い気温変化は標高の高い中央アンデスではそれなりの影響を及ぼ

す。１７c.末の寒冷化に対応する少雨の記録があり（Alchon，１９９１；９１），１８c.の大叛乱も寒冷化
に対応していた。

（９５）　北米大西洋岸北部内陸から五大湖にかけて進行した事態と並行的だったが，ブラジルでは再
組織化を反復した新先住民社会が多少は残った。

（９６）　“extinción”は先住民拉致実行植民者が採算のとれる範囲で探索しても拉致対象先住民を発見
できなかった状態であり，生物学的絶滅を確認したのではなかった。拉致実行者が上陸すると
先住民が逃亡し，探せた範囲内に対象を発見できなかったので，その島の住民が「姿を消し
た」と報告しただけだった。

（９７）　イタリアでは偶然的要因が作用して状況が当期を通じて安定していた。中国中南部から日本
列島西南半にかけての地帯もかなり安定していた。

（９８）　３５°Nよりも赤道側では低温が乾燥を緩和して経済を成長させたが，極側では低温が強く作用
して経済が失調し，王国支配が名目化しやすかった。

（９９）　生活維持には不要な物質文化である表現的文化には王国建設者側近の少数制作者達が建設者
の意向を受けて恣意的に創作した大伝統と，多数都市で活動し，個別的にはさらに少数だった
が，総計ではかなりの多数の制作者が大伝統を模倣し，変質させた中小伝統があり，長期的に
は大小伝統が二次的に交錯し，多様な型式が発生した。

（１００）　人口増加率は＋０状態だったから，農業の労働生産性が向上し，過剰気味の農業労働力を
都市労働力に転換できたことが都市的活動量増大の必要条件だった。

（１０１）　「文明の復興」は都市農村複合の経済再成長の（副）産物だから，具体的内容は「文明の興
隆」と大差ない。「衰退」から「復興」までの混乱の深刻さと期間に応じて新「文明」は変容
したが，表現的文化は恣意的だから，変容を具体的かつ一般的に論じられない。

（１０２）　「文明の衰退」を招いた大事件の原因を過剰人口の武装活動に求めた諸説は不合理である。
その大事件の（最）少数世代前からの（歴史学的には短くなかった）期間にその大事件の「犯
人達」が出身社会で概ね平和に生活できた事実を過剰人口説では説明できないからである。平
和な住民が少数世代後に危険な余計者化した過程の説明の必要性と少数世代間に進行した大事
件を数年間に圧縮したかに説明することの不合理とを過剰人口論者は，暴力的行動の短期決戦
で矛盾を解決すると考えた伝統的好戦主義に眩惑されて，明確に意識しなかった。１７c.以前に
は過剰を生む人口急増はなく，皆無に等しかった人口増加では当時の突発的大事件を説明でき
ない。本論では突発的な気温変化が主穀生産を急減させて過剰化させた部分人口が上記事件の
犯人だったと考える。好ましくない気温変化が可処分所得を激減させた地域の人々の確実かつ
効率的な選択は不要活動の全面的中止で捻出したわずかな可処分所得を生活地点での自給的活
動に投入して経済基盤を確保することだった。移動は一般に武装を必要とし，特に大量の可処
分所得を要する選択だったが，移動先で生活手段の提供者（配偶者の両親）を発見できれば意
味のある選択だったので，他に良い選択がなく，余計者意識を高めがちだった若年男性には好
ましい選択肢だった。

（１０３）　経済成長期に増加した都市人口は経済縮小期には減少した。縮小都市の旧住民は生活必要
物資を物資生産地点近くで入手し，加工度も下げて生活費を圧縮した。縮小都市住民の農村移
住は採集狩猟民のlean time dispersalと同性格の動物学的選択であり，「座して死を待った」都市
住民の大量死は恐慌状態の記録者の妄想だった。

（１０４）　気温変化で農耕条件が悪化すると農園主が経営を放棄した旧農園が増え，多数の共同体が
出現したが，気温変化がなくても，多様な非特異的原因から農園主が放棄した旧農園共同体が
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一定頻度で発生した。建設予定地近くに多くの共同体があることは新農園開設の重要な条件
だった。

（１０５）　農業経営上の好ましい気温の続いた期間内ならば発展図式で説明しやすい。好気温条件終
了後の失調，停滞，混乱は発展図式では説明しにくいが，好ましくない気温の継続期間が充分
に短ければ非特異的例外現象であると説明し，前後の好条件期をつなげた発展図式で説明でき
る。気温変化の激しい時期には発展図式では説明できない現象が多いが，細かい気温変化だけ
ならば人口漸増に対応した発展はあったから，失調，停滞を便宜的に，たとえば政治史的に説
明しながら，全体を発展図式で説明できる。

（１０６）　気温変化の原因究明は人類学の課題ではないので本シリーズでは言及しない。
（１０７）　気候学は気温と降水量を独立変数，生物相（植生）を従属変数とする経験科学だから，気

候変動でも温暖化―寒冷化，湿潤化―乾燥化の二系列を複合させるので複雑化しやすい。たと
えば，湿潤化は一般的には温暖化による降水量増大現象だが，完新世の中低緯度乾燥地帯では
寒冷化による蒸散量減少の結果であり，乾燥化も一般的には寒冷化による降水量減少現象だが，
完新世の中低緯度乾燥地帯では温暖化による蒸散量増大の結果である。

（１０８）　中低緯度の湿潤地帯では温暖化で降水量が増えて植生が発達するが，乾燥地帯では降水量
が増えても，蒸散量がさらに増えて乾燥が激化し，低温期には広い両地帯移行帯が高温期には
狭まり，森林と砂漠が接近する。

（１０９）　ほぼ一定の速度で堆積した氷雪層が未攪乱状態を続けることが正確な 18O profileの条件だが，
この条件を満たす地点は限られる。最も重要なのはその地点の傾向的沈降である。堆積層全体
がゆっくりと沈降し，新雪氷層を上に追加させることが未攪乱状態の維持には必要だからであ
る。沈降傾向がなければ新雪氷層は（水がないので風で）浸食される。中低緯度氷雪堆積は上
昇傾向のある高地にあり，最上部は未攪乱でも，大部分は下方に多次的に移動した攪乱堆積で
ある。グリーンランドの採取資料は新氷雪層の堆積に対応してゆっくり沈降する安定地盤上に
形成された貴重な未攪乱堆積である。

（１１０）　１０3　4yy単位の未攪乱資料形成に必要なisostaticな沈降はグリーンランドにほぼ限られる。
（１１１）　年輪系曲線は木質形成量が気温と単調増加関係にあることを前提とするが，適温域を上下

に超えると形成量が減少するので，この前提は正しくない。適温域内ではこの前提は正しいか
ら，一部の年輪系曲線は正しい。花粉等の堆積系曲線では，資料堆積がそこにあったこと自体
が堆積要素の移動と多次堆積を意味するので，地質学的に短い期間の気温変化を分析できない。
海水準曲線は古い汀線上を新しい汀線が動くと波蝕が前者を破壊するので，前者が後者よりも
絶えず高い位置にある地点，つまり海進速度よりも速い速度で上昇する地点でのみ正確である。
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